
教
育
委
員
会
は
、
平
成
２５
年
４
月
に
市
立
幼

稚
園
へ
入
園
を
希
望
す
る
３
歳
児
を
募
集
し
ま

す
。
４
・
５
歳
児
は
各
園
の
定
員
内
で
受
け
付
け

ま
す
の
で
、
各
園
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

応
募
資
格
＝
京
田
辺
市
内
に
在
住
（
住
民
登

録
）
す
る
次
の
人
▼
３
歳
児
…
平
成
２１
年
４
月
２

日
～
同
２２
年
４
月
１
日
生
▼
４
歳
児
…
平
成
２０

年
４
月
２
日
～
同
２１
年
４
月
１
日
生
▼
５
歳
児

…
平
成
１９
年
４
月
２
日
～
同
２０
年
４
月
１
日
生

定
員
＝
下
表
の
と
お
り

願
書
交
付
期
間
＝
１０
月
１
日
㈪
～
１８
日
㈭

（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
、
休
園
日
を
除
く
）

願
書
交
付
場
所
・
時
間
＝
▼
各
幼
稚
園
・
午

前
９
時
～
午
後
３
時
▼
学
校
教
育
課
・
午
前
８

時
３０
分
～
午
後
５
時
１５
分

申
込
方
法
＝
各
小
学
校
区
内
の
幼
稚
園
へ
対

象
児
と
一
緒
に
来
園
し
、
願
書
を
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。桃
園
小
学
校
区
は
大
住
幼
稚
園
で
す
。

普
賢
寺
幼
稚
園
は
小
学
校
区
に
関
係
な
く
申
し

込
み
で
き
ま
す
。

募
集
要
項
は
、
各
幼
稚
園
・
学
校
教
育
課
・

教
育
委
員
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ
り
ま
す
。

受
付
日
時
＝
１０
月
１７
日
㈬
・
１８
日
㈭
午
前
１０

時
～
午
後
３
時

【
見
学
会
・
説
明
会
】

来
年
度
に
入
園
を
希
望
す
る
親
子
を
対
象

に
、
見
学
会
・
説
明
会
を
開
き
ま
す
。
い
ず
れ

も
参
加
は
自
由
で
す
。

園
児
た
ち
が
生
き
生
き
と
活
動
し
て
い
る
様

子
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

日
時
＝
９
月
１２
日
㈬
・
１３
日
㈭
午
前
９
時
３０

分
～
１１
時
３０
分
（
説
明
会
は
午
前
１０
時
～
１０
時

３０
分
）

場
所
＝
各
幼
稚
園

【
問
合
せ
先
】

▼
学
校
教
育
課
（
☎
６４
・
１
３
９
２
）
▼
各

幼
稚
園

京
都
府
と
（
公
財
）
関
西
文
化
学
術
研

究
都
市
推
進
機
構
は
、
電
気
自
動
車
の
充

電
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
整
備
に
関
す
る
実
証
実

験
の
モ
ニ
タ
ー
を
募
集
し
ま
す
。

け
い
は
ん
な
学
研
都
市
（
京
田
辺
市
・

木
津
川
市
・
精
華
町
）
で
は
、
府
や
民
間

企
業
が
連
携
し
、
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
が
日
本

一
少
な
い
都
市
の
構
築
に
向
け
た
実
証
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

実
証
実
験
の
モ
ニ
タ
ー
に
な
る
と
、
電

気
自
動
車
購
入
費
や
充
電
器
設
置
費
へ
の

補
助
金
が
利
用
で
き
ま
す
。

対
象
車
両
の
指
定
な
ど
参
加
条
件
が
あ

り
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://www.kri-p.jp/

）
を
ご
覧
い
た

だ
く
か
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

対
象
＝
京
田
辺
市
・
木
津
川
市
・
精
華

町
に
在
住
す
る
人
ま
た
は
事
業
所
を
持
つ

法
人補

助
金
額
＝
▼
電
気
自
動
車
購
入
費

…
１
台
６０
万
円
▼
充
電
器
設
置
費
…
上
限

１１
万
５
千
円

モ
ニ
タ
ー
の
内
容
＝

充
電
走
行
実
験
へ
の
参

加
・
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

へ
の
協
力

定
員
＝
先
着
４０
人

申
込
・
問
合
せ
先
＝

（
公
財
）
関
西
文
化
学
術

研
究
都
市
推
進
機
構

（
☎
９８
・
２
２
３
４
）

＜ 2＞＜ 3＞ 平成24年（2012年）9月1日平成24年（2012年）9月1日

市は、胃・大腸がん検診の申し込
みを受け付けています。
がんによる死亡者数は年間30万
人を超え、死亡原因の第 1位です。
しかし、がんは早期に発見し治療す
ることで、治る確率が非常に高いと
いわれています。
昨年度は、約 2,100 人が胃がん検
診、約 3,200 人が大腸がん検診を受
診しました。そのうち、胃がん検診
で 1 人、大腸がん検診では 8 人に
がんが発見され、治療につながりま
した。また、検診ではポリープや潰
瘍など、がん以外の疾患も多く見つ
かっています。
自分自身の健康のためだけでな
く、家族のためにも積極的に受診し

ましょう。
【検診期間】
平成 25 年 1月
【場所】
保健センター
【対象】
市内に在住する 40 歳以上の人
4月以降に申し込んだ人は、今回

申し込む必要はありません。
【胃がん検診】
内容＝問診・胃レントゲン撮影（バ

リウム）
妊娠中の人や、過去にバリウムを
使用しアレルギー症状があった人
は、受診できません。また、過去に
胃の手術を受けたことがある人は、
治療を受けた病院などで相談してく

ださい。
費用＝ 500 円
【大腸がん検診】
内容＝問診・便潜血反応検査
費用＝ 200 円
【費用が無料になる人】
平成24年度市民税の非課税世帯・
生活保護世帯・中国残留邦人等支援
給付金受給世帯は、事前に申し出る
と検診費用が無料になります（70
歳以上の人〈昭和 18 年 3 月 31 日
以前生〉や後期高齢者医療制度の被
保険者を除く）。
費用免除の申し出のしめきりは、
11 月 16 日㈮です。
【申込方法】
はがきに希望検診名・氏名・性別・

生年月日・住所・電話番号・世帯主
名を書いて郵送してください。電話
では申し込みできません。
【しめきり】
10 月 31 日㈬（当日消印有効）
【申込・問合せ先】
健康推進課（〒 610-0393〈住所
不要〉、☎ 64-1335）

市
は
、
水
道
ビ
ジ
ョ
ン
の
素
案
に
対
す

る
み
な
さ
ん
か
ら
の
意
見
を
募
集
（
パ
ブ

リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
）
し
ま
す
。

水
道
ビ
ジ
ョ
ン
と
は
、
今
後
１５
年
間
の

水
道
事
業
の
基
本
計
画
で
す
。

市
の
水
道
事
業
は
、
水
需
要
や
料
金
収

入
が
伸
び
悩
む
中
、
老
朽
化
し
た
施
設
の

改
修
・
災
害
へ
の
備
え
・
水
道
技
術
の
継

承
な
ど
、
厳
し
い
経
営
課
題
に
直
面
し
て

い
ま
す
。

今
後
も
安
全
な
水
を
安
定
し
て
お
届
け

す
る
た
め
、
課
題
解
決
の
方
向
性
を
ま
と

め
ま
し
た
。
料
金
体
系
の
見
直
し
な
ど
に

つ
い
て
、
み
な
さ
ん
の
ご
意
見
を
お
寄
せ

く
だ
さ
い
。

対
象
＝
▼
市
内
に
在
住
・
通
勤
・
通
学

す
る
人
▼
市
内
に
事
務
所
・
事
業
所
を
有

す
る
人

資
料
閲
覧
場
所
＝
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、

市
役
所
２
階
市
民
ロ
ビ
ー
、
上
下
水
道
部

事
務
所
、
薪
浄
水
場
、
中
央
図
書
館
、
田

辺
中
央
体
育
館
、
北
部
・
中
部
住
民
セ
ン

タ
ー
、
三
山
木
福
祉
会
館
、
社
会
福
祉
セ

ン
タ
ー

応
募
方
法
＝
▼
資
料
閲
覧
場
所
に
あ
る

意
見
募
集
用
紙
を
郵
送
・
持
参
し
て
く
だ

さ
い
▼
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
電
子
メ
ー

ル
で
送
信
し
て
く
だ
さ
い

し
め
き
り
＝
１０
月
２
日
㈫

応
募
・
問
合
せ
先
＝
薪
浄
水
場

（
〒
６
１
０
・
０
３
４
１
京
田
辺
市
薪
桑
ノ

木
１８
、
☎
６２
・
８
２
８
２
）

60 歳未満で会社などを退職
し、厚生年金や共済組合の加
入者（第 2号被保険者）でな
くなったときは、国民年金へ
の加入手続きが必要です。ま
た、退職した人に扶養されて
いた夫または妻（第 3号被保
険者）も手続きが必要です。
手続きをしないと、年金を
受給できなくなったり、受け
取る年金額が減ったりするこ
とがあります。退職後は忘れ
ずに確認しましょう。
◆60歳未満で退職したら？
退職日の翌日に厚生年金な
どの適用事業所に再就職する
場合、手続きは不要です。そ
れ以外の場合は、国民年金の

第 1号被保険者となるための
手続きが必要です。扶養され
ていた夫または妻も、同じく
第 1号被保険者に変更となり
ます。一緒に変更の手続きを
お願いします。
手続きに必要なもの＝年金

手帳・退職日が分かる書類（離
職票など）
保険料＝月額 14,980 円（平

成 24 年度）
保険料が割引になる前納・

早割制度があります。納付が
困難なときは免除制度があり
ますのでご相談ください。
申請・問合せ先＝▼市民年

金課（☎ 64-1333）▼京都南年
金事務所（☎ 075-643-2547）

市
は
、
普
賢
寺
小
学
校
で
小
規
模

特
認
校
制
度
を
採
用
し
て
い
ま
す
。

同
制
度
は
、
小
規
模
で
自
然
に
恵

ま
れ
た
環
境
の
中
、
伸
び
伸
び
と
し

た
教
育
活
動
が
営
ま
れ
て
い
る
同
小

学
校
へ
の
就
学
を
希
望
す
る
場
合

に
、
市
内
の
ど
こ
か
ら
で
も
入
学
・

転
校
を
認
め
る
制
度
で
す
。

現
在
、全
校
児
童
７４
人
中
１３
人
が
、

同
制
度
を
利
用
し
て
校
区
外
か
ら
通

学
し
て
い
ま
す
。
平
成
２５
年
度
に
入

学
を
希
望
す
る
人
は
、
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

【
普
賢
寺
小
学
校
の
特
色
】

◆
意
欲
を
引
き
出
す
教
育

・
一
人
ひ
と
り
の
課
題
に
合
わ
せ

た
個
別
指
導
の
充
実

・
地
域
の
講
師
を
招
い
た
授
業

◆
体
験
学
習

・
普
賢
寺
川
の
生
き
物
探
検

・
農
業
体
験
（
米
・
タ
マ
ネ
ギ
・

ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
な
ど
の
栽
培
）

・
農
作
物
の
販
売
体
験

・
み
そ
作
り

・
紙
す
き
卒
業
証
書
の
制
作

◆
普
賢
寺
幼
稚
園
と
の
連
携

・
園
児
と
の
交
流
授
業

・
農
作
物
の
合
同
収
穫

【
黒
豆
の
植
え
付
け
に
挑
戦
】

今
年
、
６
年
生
１２
人
は
黒
豆
の
植

え
付
け
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

普
賢
寺
ふ
れ
あ
い
の
駅
・
駅
長
の

山
下
壽
一
さ
ん
の
指
導
を
受
け
な
が

ら
、
学
校
で
育
て
た
苗
を
１
本
１
本

丁
寧
に
植
え
ま
し
た
（=

写
真
）。

育
っ
た
黒
豆
は
普
賢
寺
幼
稚
園
の

園
児
と
一
緒
に
収
穫
し
、
普
賢
寺
ふ

れ
あ
い
の
駅
で
販
売
す
る
ほ
か
、
給

食
で
使
う
み
そ
の
材
料
な
ど
に
す
る

予
定
で
す
。

【
問
合
せ
先
】

学
校
教
育
課
（
☎
６４
・
１
３
９
２
）

「
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置

状
況
を
確
認
し
た
い
」「
定
期
点

検
が
必
要
」
と
言
っ
て
、
強
引
に

訪
問
の
約
束
を
取
り
付
け
よ
う
と

す
る
点
検
商
法
の
事
例
が
、
市
に

報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

消
防
署
員
・
団
員
が
訪
問
販
売

を
し
た
り
、
消
防
署
か
ら
点
検
・

販
売
業
者
を
派
遣
し
た
り
す
る
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
。「
お
か
し
い

な
？
」
と
思
っ
た
ら
、
消
費
生
活

相
談
室
へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
設
置
義
務
は
あ
る
の
？

平
成
２３
年
６
月
１
日
か
ら
、
す

べ
て
の
住
宅
に
住
宅
用
火
災
警
報

器
の
設
置
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い

ま
す
。
寝
室
・
階
段
・
台
所
に
同

警
報
器
を
設
置
し
ま
し
ょ
う
。
な

お
、
共
同
住
宅
な
ど
で
自
動
火
災

報
知
設
備
の
感
知
器
が
寝
室
な
ど

に
取
り
付
け
ら
れ
て
い
る
場
合
は
、

設
置
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

◆
設
置
後
は
点
検
を

点
検
は
製
品
に
あ
る
点
検
ボ
タ

ン
な
ど
で
簡
単
に
で
き
ま
す
。

◆
購
入
時
の
ポ
イ
ン
ト
は
？

・
Ｎ
Ｓ
マ
ー
ク
（
日
本
消
防
検

定
協
会
認
証
）
が
あ
る
も
の

・
ほ
か
の
家
電
製
品
の
ア
ラ
ー

ム
音
と
違
う
警
報
音
の
も
の

ど
の
製
品
も
、
取
扱
説
明
書
に

従
い
正
し
く
設
置
す
る
こ
と
が
大

切
で
す
。

問
合
せ
先
＝
消
費
生
活
相
談

室
（
産
業
振
興
課
内
、
☎
６３
・

１
２
４
０
）

京田辺市商工会は、市と
連携し、木造住宅の耐震化
を促進するための相談窓口
として「京田辺・安心な住
まいづくり協議会」を発足
しました。
相談窓口では、耐震化に
関する相談のほか、複数の
会員事業者への工事見積も
り依頼・工事申し込みなど
ができ、みなさんの自宅の
耐震化をお手伝いします。
耐震対策の一つとしてご
活用ください。
相談窓口＝京田辺・安心
な住まいづくり協議会（☎
0120-65-4118）

業務内容＝耐震対策の相
談・耐震改修工事の見積も
り・市の助成制度の紹介
費用＝無料
【耐震助成制度】
対象＝昭和 56 年 5 月 31
日以前に着工した木造住宅
内容＝▼耐震診断士の派

遣…住宅の耐力診断、改修
案・概算工事費の提案。自
己負担 3,000 円▼耐震改修補
助…耐震改修設計・工事費
の 4分の 3。上限 100 万円
【問合せ先】
開 発 指 導 課（ ☎
64-1341）

砂
場
で
楽
し
く
泥
ん
こ
遊
び
（
松
井
ケ
丘
幼
稚
園
）


